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1.はじめに	
 
	
 多くのパルスファイバーレーザーは、レ
ーザーパルスを生成するシード光源と、複
数段のファイバー増幅器から構成される。
ファイバー増幅において、高強度のレーザ
ーパルスがファイバー内を伝搬すると非線
形光学効果の一種である自己位相変調
(SPM)が起きるため、レーザーパルスのス
ペクトル線幅が拡大する[1-2]。 
	
 本研究では、オールファイバー型パルス
ファイバーレーザーを用い、多段増幅に伴
う SPMが線幅拡大に与える影響について
研究を行ったので、その成果について報告
する。	
 
	
 
2.実験方法	
 
	
 Fig.1に本研究で用いたオールファイバー
型パルスファイバーレーザーを示す。シー
ド光源には、波長 1064 nmで発振し、パル
ス幅 100 ps、繰り返し周波数 4 MHzで動
作する光源を用いた。増幅システムは三段
の増幅器で構成され、シード光源と各増幅
器はファイバーで接続されている。最終段
増幅器からの出力光を、スペクトルアナラ
イザーを用いてスペクトル波形を計測し、
出力とスペクトル線幅の関係を調べた。ス
ペクトル線幅は、スペクトル波形全体を考
慮するために、標準偏差σの 2倍とした。 
 
3.実験結果 
	
 Fig.2に最終段増幅器の出力特性を示す。
増幅のスロープ効率は 60.6 %であった。ま
た、最大平均出力は 32.4 Wで、ピーク出力
は 81 kWを達成した。増幅出力とスペクト
ル線幅の関係を Fig.3に示す。Fig.3より、
出力が高くなるにつれ、スペクトル線幅は
拡がり、最大出力では 0.56 nmであった。
シード光源でのスペクトル線幅は 0.086 nm
であったので、三段のファイバー増幅によ
り約 6.5倍拡がった。スペクトル線幅の拡
大は、前述の増幅中に起きる非線形光学効
果の一つである SPMが原因である。最大出
力時のスペクトル幅から、フーリエ変換限 

 
界パルス幅を計算すると 3.0 psであり、増
幅後のレーザーパルスにはパルス圧縮の余
地がある。パルス圧縮に関する結果につい
ても講演会にて報告する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究の一部は、「JST A-STEPハイリスク
挑戦」の助成のもと行われたものである。 
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Figure 1. Experimental setup 

Figure 2. Laser output characteristic 

Figure 3. The changing of spectral width 
at third-stage amplify 
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